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信頼できる情報を、社会へ

⼀般社団法⼈くすりの適正使⽤協議会
代表理事 俵⽊登美⼦

2019年6月12日
定例記者会見



主な活動

1. 信頼できる医薬品情報の提供
「くすりのしおり®」の公開
バイオ医薬品の啓発

2. 医薬品の本質を理解し、医薬品を正しく活⽤する 能⼒
の育成
くすり教育の⽀援
⼀般国⺠への医薬品リテラシーの啓発

3. ベネフィット・リスクコミュニケーションの最適化
薬剤疫学の普及啓発
コンコーダンス概念の啓発
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医療用医薬品情報
「くすりのしおり®」
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「くすりのしおり」
の公開

医療⽤医薬品の服薬指導のための患者向け情報。
175社の製薬企業の協⼒により作成。



「くすりのしおり」提供状況
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「くすりのしおり」
の公開

2019年5月末現在
日本語版 16,150枚
英語版 8,824枚
会員数 175社

会員社数
提供数
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くすりのしおりデータ
日本語16,150
英語版8,824

電子カルテなどレセプトコンピュータ、
薬歴管理システムなど

電子お薬手帳

介護系システム

ポータルサイト

22 5 5

10 17

医療者向けシステム

一般向けシステム

数字はシステム数 合計約60システム
【主な連携先】
アイ・エム・エス・ジャパン（株）、（株）アイセイ
薬局、（株）EMシステムズ、エムスリー（株）、
（株）オールアバウト、
一般社団法人大阪府薬剤師会、（株）Qlife、
シミックヘルスケア（株）、日本医師会ORCA
管理機構（株）、公益社団法人日本薬剤師会
PHC（株）、（株）フリービットEPARKヘルスケア

etc

「くすりのしおり」データを
連携しているシステム

「くすりのしおり」
の公開

「くすりのしおり」データは約60のシステムにも活⽤され、多くの患者さんに
情報を提供。



協議会HP
「くすりのしおり」 アクセス状況
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2017.10 Google検索式変更

Organic Search
（検索エンジン結果） 95.32%

Direct
（ブックマーク、URL等） 3.98%

Referral
（既存サイトからのリンク） 0.66%

Social
（ソーシャルメディア） 0.03%

しおり関連 99.32%

くすりの使い方 0.56%

協議会TOP 0.06%

アクセス対象

アクセス入口

アクセス媒体
モバイル端末 80%

パソコン 15%

タブレット端末 5%

Google検索式の変更の影響か、「くすりのしおり」アクセス件数が急増中。
5⽉のアクセスは1,767万PV。多くはスマホから。

「くすりのしおり」
の公開
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信頼できる医薬品情報の
提供サイトの構築
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くすりのしおりサイトへの5⽉のアクセス回数が1,767万回超
くすりのしおりサイトから信頼できる各種情報への連携を検討中

「くすりのしおり」
の公開
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※※上手な医療のかかり方を広めるための懇談会 提言（2018年12月7日）より

行政のアクション（一部抜粋）
「信頼できる医療情報サイト」の認証や支援をする

民間企業のアクション（一部抜粋）
ユーザーフレンドリーな「医療情報サイト」の構築を進める

信頼できる医薬品情報に関する
取り組みの背景①

厚⽣労働省の“上⼿な医療のかかり⽅を広めるための懇談会”が
⺠間での信頼できる医療情報サイト構築を奨励

「くすりのしおり」
の公開
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AMED医薬品規制調和・評価研究事業 患者・消費者向け医薬品等情報の提供のあり方に関する研究 会議資料（2018年6月22日）より

• AMED研究事業⼭本美智⼦（熊⼤教授）班「患者・消費者向け医薬品
等情報の提供のあり⽅に関する研究」とも連携

「くすりのしおり」
の公開

信頼できる医薬品情報に関する
取り組みの背景②



ＴＯＫＹＯ２０２０オリ・パラに向け、
英語版「くすりのしおり」の作成推進
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くすりのしおり英語版が、厚⽣労働省委託事業
「医療機関のための外国⼈患者受⼊れサイト」に掲載

「くすりのしおり」
の公開



６団体連携体制の継続
－健康や医療・医薬品に関する情報を正しく理解していただくために－

2018年３⽉28⽇、以下の６団体が協働して声明を発信。
健康や医療・医薬品に関する膨⼤な情報が氾濫し、ときには、リ
スクやベネフィットの過剰表現や科学的根拠に基づかない情報、
断定的な情報も含まれる中で、⼀⼈ひとりが本当に役に⽴つ正し
い情報を⾒いだし、活⽤していただくためにはどうしたらよいのかと
いう課題に連携して対応していくことを宣⾔
2019年５⽉20⽇、引き続き連携を進めることを確認。

⽇本薬剤師会
副会⻑

⽥尻泰典⽒

⽇本医師会
副会⻑

今村 聡⽒

⽇本製薬⼯業協会
医薬品評価委員会

PMS 部会⻑
服部洋⼦⽒

⽇本医学ジャーナリ
スト協会 会⻑
⽔巻中正⽒

くすりの適正使⽤
協議会

理事⻑ ⿊川達夫

ささえあい医療⼈権セン
ターCOML 理事⻑

⼭⼝育⼦⽒

役職等は当時

医薬品
リテラシーの

啓発
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① 私達は、医療・医薬品に関す
る基礎知識の普及啓発を
図ってまいります

② 私達は、医療・医薬品に関す
る関係者間の共通認識の醸
成に取り組みます

③ 私達は、専⾨家の活⽤をお
奨めします

医薬品
リテラシーの

啓発

共同ステートメントの発信 2018年3月28日
－健康や医療・医薬品に関する情報を正しく理解していただくために－
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① 私達は、医療・医薬品に関する基礎知識の普及啓発を
図ってまいります
・⽇本健康会議、公開講座、市⺠養成講座、セミナーなどの取組み
・健康⾷品に関する国⺠向け啓発活動
・情報の批判的吟味に関する啓発活動
・適正な医療・医薬品情報の報道
・患者を対象とした相談活動

② 私達は、医療・医薬品に関する関係者間の共通認識の
醸成に取り組みます
・関係者を対象とした各種セミナーなどの取組み
・健康教育、くすり教育の推進
・看過できない情報に対する連携した対応

③ 私達は、専⾨家の活⽤をお奨めします
・かかりつけ医、かかりつけ薬剤師に関する啓発

2019年5月20日 フォローアップ会議

ステートメントの取組み継続の確認

医薬品
リテラシーの

啓発



基礎知識の普及啓発

第52回⽇本薬剤師会学術⼤会
市⺠公開講座
⽇時︓2019年10⽉14⽇(⽉) 13:00-15:00
場所︓下関市⽣涯学習プラザ 海のホール
テーマ︓その情報、信じていいの︖

〜正しい医療情報の⾒極め⽅、検索のポイントとは〜
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⽇本薬剤師会、製薬協と協働して、信頼できる情報の⾒極め
⽅についての啓発活動を展開。
本年10⽉の⽇本薬剤師会学術⼤会において市⺠公開講座
を開催するとともに、啓発資材の策定を検討。

医薬品
リテラシーの

啓発



新たな取組み

６団体の今後の連携の方向性

特にポリファーマシー問題に対して連携した対応を進める
患者・家族、⼀般の⽅向けの啓発活動の推進
（製薬協と連携）
かかりつけ医による対応の推進
かかりつけ薬剤師による対応の推進

信頼できる医療・医薬品情報を連携したサイトの構築を
検討する（製薬協と連携）
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医薬品
リテラシーの

啓発



2019年2月、保護者向け情報をリニューアル

監修：明治薬科大学 薬学部教授 石川洋一先生

内容：くすりの基礎知識、のむための環境づくり、

内用薬や外用薬の詳しい使い方、

薬剤師に確認しておく8つのポイント
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『子どもにくすりをのませるコツ』
Webサイト公開

子ども くすり コツ

http://www.rad-ar.or.jp/use/child/

お手元！

冊子版
サンプルは
お手元！

医薬品
リテラシーの

啓発
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カード50枚までなら
無料提供（送料無料）
協議会事務局まで
お問合せください！

既に約3,000枚配布済
（5月末時点）

＜主な配布先＞
・都内の保育園グループ（アソシエイ

ンターナショナル20施設）

・聖路加国際病院

情報サイトへのQRコードを付けた
名刺型カードを２種作成・配布

『子どもにくすりをのませるコツ』
『妊娠・授乳と薬』）

医薬品
リテラシーの

啓発
情報サイト紹介カードの作成・配布

お手元！

カード
サンプルは
お手元！



薬剤疫学セミナー

薬剤疫学⼊⾨セミナーを毎年開催
今年度も以下のとおり開催予定

⼤阪会場 2019年7⽉04⽇（⽊）メルパルク⼤阪
東京会場 2019年7⽉18⽇（⽊）東京・⼤⼿町サンスカイルーム

実践的なグループワークセミナーを11⽉以降に開催予定
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薬剤疫学の
普及啓発
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信頼できる情報を、社会へ




